
「「令令和和６６年年度度福福岡岡県県のの教教育育施施策策」」ににおおいいてて、、重重点点的的にに取取りり組組むむ事事業業にに関関すするる予予算算概概要要
（千円）

柱
重点的に
取り組む
事業

事業名 予算額 説　　　　　　　　　　明

○福岡県学力調査の実施に要する経費（対象：小学校5年生、中学校1・2年生）

○学力強化が特に必要な市町村が実施する学力向上ﾌﾟﾗﾝの推進に対する助成等

○学力強化が特に必要な市町村への非常勤講師の派遣に要する経費

○活用力育成教材集の作成及びﾁｬﾚﾝｼﾞﾃｽﾄの実施等に要する経費

学級づくりと個別最適な学習
推進事業

○「個別最適な学び」と「協働的な学び」による確かな学力の育成に要する経費

　に要する経費

○小・中学校の教員を対象とした授業実践研修に要する経費

○県立高校におけるアクティブ・ラーニングの視点に立ったICTを効果的に活用した

　授業法の研究開発に要する経費

地域学校協働活動事業 ○市町村が行う放課後活動、学校支援に対する助成等

○中学校におけるグローバル社会で活躍する人財の育成に要する経費

　・英検ＩＢＡﾃｽﾄ（対象：中学生）、ｽﾋﾟｰﾁｺﾝﾃｽﾄ

○高校における４技能型英語力の総合的な育成に要する経費

　・ALT（外国語指導助手）の配置・活用に要する経費

[新]ALTスペシャリストの配置・活用に要する経費

　・NET（ﾈｨﾃｨﾌﾞ英語教員）の配置・活用に要する経費

　・教員の英語力・指導力向上研修に要する経費等

　・高校生を対象とした短期留学研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施に要する経費

　・高校生の留学経費に対する助成

○「ｽﾎﾟｺﾝ広場」地区大会等の開催に要する経費

○武道等指導者養成研修会の実施に要する経費

○部活動改革協議会の開催に要する経費

○部活動の地域移行に係る説明会の実施に要する経費

○部活動の地域移行に向けた実証事業に要する経費

○市町村が行う中学校における部活動指導員の配置に対する助成

○部活動指導員の配置に要する経費

○部活動指導員等の研修に要する経費

[新]小・中学校における農業高校を活用したﾜﾝﾍﾙｽ学習の実施等に要する経費

○ﾜﾝﾍﾙｽ教育の実践内容の共有及び普及・啓発・推進に要する経費

[新]農業高校等における先進的な取組の実施に要する経費

[新]青少年教育施設におけるワンヘルスの普及啓発に要する経費

○市町村が実施する子どもの読書活動の充実を図る取組に対する助成等

○子どもの読書活動推進に係る取組の実施等に要する経費

○市町村の全中学校区へのｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ配置に対する助成

○小・中・高等学校における不登校等生徒指導上の諸課題に対応する専門ｽﾀｯﾌ

　の配置に要する経費

○全小学校へのｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ配置に要する経費

○全中学校へのｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ配置に要する経費

○全県立学校へのｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ配置に要する経費

○県立高校の各学区への訪問相談員等配置に要する経費

○24時間対応教育相談の実施等に要する経費

○教育相談体制の構築に要する経費

ＳＮＳを活用した教育相談事業 ○ＳＮＳを活用した相談体制の構築に要する経費

○市町村が設置する教育支援ｾﾝﾀｰの機能強化に要する経費

[新]早期アプローチを重視した不登校対策校内支援に要する経費

○長期入院や不登校の生徒に対するｵﾝﾗｲﾝ学習環境の提供に要する経費

[新]博多青松高校通信制教育の充実に要する経費

[新]県立高等学校における学びの多様化学校の設置準備に要する経費

○市町村が行う放課後活動、学校支援に対する助成等　※再掲

○県立高校のｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ導入に要する経費

○県立高校における地域学校協働活動の実施に要する経費

○ふくおか教育月間（11月）の推進に要する経費

○医療的ケアを必要とする児童生徒のための環境整備に要する経費

○幼稚園、保育所、小・中・高等学校等への発達障がいに関する専門家の派遣等に

　要する経費

[新]特別支援学校生徒の就職促進を図るためのガイダンス等の実施に要する経費

○ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ及び理学療法士等の外部専門家の配置に要する経費　※一部再掲

○県立学校への特別支援教育支援員の配置に要する経費

○県立高等学校等における通級による指導の実施に要する経費

○企業等のニーズに対応したﾃﾚﾜｰｸ実習等の実施に要する経費

○適切な就学先決定のための幼児期からの就学相談に要する経費

４

○推進拠点校における学力向上のための授業・組織運営・人材育成の一体的改善

「主体的・対話的で深い学び」
推進事業

１

ふくおか学力アップ推進事業

学力向上推進拠点校指定事業

２
グローバル化に対応した
英語教育推進事業

３ 福岡県体力向上総合推進事業

福岡県部活動改革推進事業

地域と一体となった学校づくり事業

８

児童生徒を取り巻く生活環境
改善事業

スクールカウンセラー等
活用事業

「子どもホットライン24」相談事業

不登校児童生徒支援事業

６
読書好きを育む環境づくり応援
事業

７ [新]読書バリアフリー推進事業 [新]県立図書館における読書支援機器の整備等に要する経費

５ ワンヘルス教育総合推進事業

Ⅰ　教育の充実

１２ 特別支援教育の推進事業

１１ 「鍛ほめ福岡メソッド」総合推進事業 ○小・中学校における学力向上のための「鍛ほめ福岡ﾒｿｯﾄﾞ」の研究に要する経費

９
保護者と学ぶ児童生徒の
規範意識育成事業

○児童生徒及び保護者が参加する規範意識育成学習会への講師の派遣に要する経費

１０

  グローバルで多様化した世界の中で、様々な人権問題に気づき、問題解決に向けた行動に
一歩踏み出すことのできる態度・技能（スキル）を身につけた生徒の育成のため、人権問題
に関する有識者等によるワークショップや様々な地域・校種の参加者との交流プログラムを
実施します。

　　　　　事業費：4,927千円　

１１９９　　古古代代日日本本のの「「西西のの都都」」魅魅力力発発信信事事業業 文文化化財財保保護護課課

　日本遺産「古代日本の『西の都』」の魅力を国内外に発信し、広く知ってもらうととも
に、本県の文化・歴史への興味と関心を高める機会を提供します。

事業費：8,203千円

２２００  人人権権がが大大切切ににさされれたた社社会会ををめめざざすす生生徒徒ののリリーーダダーーシシッッププ育育成成事事業業（（新新規規）） 人人権権・・同同和和教教育育課課

・シンポジウムや特別展の開催による魅力発信

・魅力を深める関連文化財の調査研究

・ホームページによる情報発信

＜＜日日本本遺遺産産「「古古代代日日本本のの『『西西のの都都』』」」＞＞

○古代日本の「西の都」とは

・およそ１，３００年前、筑紫の地に東アジアの防衛や国際交流の拠点として栄えた都。

・ の構成文化財があり、主なものとしては大宰府跡や大野城跡、基肄城跡、水城跡がある。

○日本遺産としての認定

・平成２７年 太宰府市単独での認定

・令和２年６月 対象範囲を筑紫地区を中心とした５市２町に広げる追加認定

（筑紫野市、大野城市、春日市、太宰府市、那珂川市、宇美町、佐賀県基山町）

日本遺産「古代日本の『西の都』」の魅力を発信

日本遺産「西の都」を知ってもらい興味と関心を高める機会を提供

大大宰宰府府政政庁庁跡跡

地域活性化 文化財を大切にする心の育成

人権問題の解決に向けた生徒のリーダーシップの育成
人権教育を通して培われた知識や様々な技能、態度をもとに、課題を自ら発見し、

他者と協力しながら学びを深め、論理的に思考・判断し、人権問題の解決に向けて

主体的に行動していく総合的な課題解決能力を育成

事前

研修

研修成果の発表・意見交流

グローバルスタン

ダードな人権に

関する知的理解と

人権感覚の体得

社会をとりまく

様々な人権問題

の解決策について

の熟議

人権分野のエキスパート、

ファシリテーター

による指導 グループ交流
ワークショップ

型研修

中中学学校校、、義義務務教教育育学学校校（（後後期期））、、中中等等教教育育学学校校、、

高高等等学学校校、、特特別別支支援援学学校校 中中学学部部・・高高等等部部 のの生生徒徒

家
庭
・地
域
、
関
係
機
関
及
び
他
校
種
と
の
連
携

教教員員

研
修
前
後
の
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト

事後

研修

主体的な

学びを促す

指導スキル

の向上

講師、ファシリテーター

による指導助言

合宿

研修

教員の指導力向上

グローバルな視点

から人権がもつ価値

や重要性の理解

より深い

児童生徒

理解

教員同士の

協議
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（千円）

柱
重点的に
取り組む

事業
事業名 予算額 説　　　　　　　　　　明

○産学官連携を行い、高度で実践的なものづくり技能を持つ人材育成に要する経費

○半導体関連企業への訪問に要する経費

○生徒が主体となって計画立案した体験活動等の実施に要する経費

　・高校　　13,800　　　・特別支援学校　3,077

特別支援学校生徒ICT活用

就職支援事業

○児童生徒の情報活用能力の育成に資する教育活動の充実に要する経費

○生徒の学習ﾃﾞｰﾀ分析による個別指導の充実、授業改善、採点業務の効率化に要する

　経費

○ICT機器を効果的に活用した先進的な学びやカリキュラムの開発に要する経費

○「情報Ⅰ」のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ実習環境整備に要する経費

○県立学校における 人 台ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型ﾊﾟｿｺﾝの整備に要する経費

○県立学校の学習用ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ環境の整備に要する経費

○全県立学校のICT活用推進に向けたＩＣＴ支援員の派遣に要する経費

○教育ｾﾝﾀｰ、体育研究所においてＩＣＴ活用能力向上に係る教員研修を実施する

　ためのＩＣＴ環境整備に要する経費

[新] 情報、理数教育を強化する学校のデジタル環境整備に要する経費

○特別支援学校の訪問教育対象生の学習・交流機会拡充のための分身ロボット配備

　に要する経費

○特別支援学校におけるＩＣＴ活用教育推進のためのﾃﾞｼﾞﾀﾙ教科書及び電子黒板

　の整備に要する経費

[新]特別支援学校等における1人1台端末を活用するための入出力支援装置の整備

に要する経費

[新]公立学校の1人１台端末の更新に要する経費

○市町村の全中学校区へのｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ配置に対する助成

○小・中・高等学校における不登校等生徒指導上の諸課題に対応する専門ｽﾀｯﾌ

　の配置に要する経費

○県立学校における勤務時間管理ｼｽﾃﾑの運用に要する経費

○県立学校における情報共有ｼｽﾃﾑ運用に要する経費

○県立学校における生徒の基本情報等管理ｼｽﾃﾑ運用に要する経費

[新] 県立高校入試におけるWEB出願システムの構築に要する経費

○全県立学校のICT活用推進に向けたICT支援員の派遣に要する経費　※再掲

〇生徒の学習ﾃﾞｰﾀ分析による個別指導の充実、授業改善、採点業務の効率化

  に要する経費　※再掲

○市町村が行う教員業務支援員・学習指導員等の配置に対する助成

[新]市町村が行う副校長・教頭マネジメント支援員の配置に対する助成

〇部活動の地域移行に向けた実証事業に要する経費　※再掲

〇市町村が行う中学校における部活動指導員の配置に対する助成　※再掲

〇部活動指導員の配置に要する経費　※再掲

〇部活動指導員等の研修に要する経費　※再掲

〇運動部活動の在り方に関する調査研究委員会に要する経費　

〇ICTを活用したｱｽﾘｰﾄの育成に対する助成

○将来有望な小・中学生の選手発掘・育成に対する助成

○国民ｽﾎﾟｰﾂ大会成年種別の「ふるさと選手」の県内強化活動に対する助成

○本県重点種目に指定する競技団体の遠征・合宿に対する助成

○ｵﾘﾝﾋﾟｯｸをはじめとした大規模大会に向けたｱｽﾘｰﾄの育成等に要する経費

○各種ｽﾎﾟｰﾂ大会開催に対する助成

○競技団体の組織強化に対する助成

○ｵﾘﾝﾋﾟｯｸをはじめとした大規模大会に向けた女性ｱｽﾘｰﾄの育成に要する経費

Ⅱ　スポーツ立
県福岡の実現

１７
ジュニアアスリート育成・女性アスリー
ト支援・競技団体等活性化事業

Ⅲ　共助社会づ
くり、生涯学習の
推進

１８ ふくおか社会教育応援隊事業 ―
○市町村教育委員会等が実施する社会教育関連事業に対し、職員（社会教育主事等）
　が効果的・効率的運営を支援

Ⅳ　文化芸術の
振興

１９
古代日本の「西の都」魅力
発信事業

Ⅶ　人権が尊重
される心豊かな
社会づくり

２０
[新]人権が大切にされた社会をめざ
す生徒のリーダーシップ育成事業

[新]人権リーダーシップ育成合宿等の実施に要する経費

Ⅰ　教育の充実
１４ ＩＣＴを活用した教育推進事業

１６ 教職員の働き方改革推進事業

県立工業高校産業人材育成事業

未来を切り拓く人材育成事業

農業高校DX人財育成事業

[新]県立高校金融リテラシー教育
推進事業

[新]自動車・半導体関連産業人材
育成事業

[新]県立特別支援学校生徒希望進
路実現支援事業

[新]特別支援学校生徒の就職促進を図るためのガイダンス等の実施に要する経費　※再掲

○「西の都」の魅力を深めるための調査研究・発信に要する経費

１３

１５
児童生徒を取り巻く生活環境
改善事業
　　　　　　　　　　　　　※再掲

○生活困窮世帯等の生徒に対する進学・就職支援を行うｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの配置に要する経費

○企業等のﾆｰｽﾞに対応したﾃﾚﾜｰｸ実習等の実施に要する経費　※再掲

[新]県立高校における金融リテラシー教育の実施に要する経費

○スマート農業機器を利用した実習、先進農家へのインターンシップ等の実施に係る経費

[新]自動車・半導体関連産業を支える人材育成のための実習環境の整備に要する経費

[新]高度な職業資格を対象とした検定料の助成に要する経費[新]県立高校産業教育充実事業

高校生みらい支援事業

−64−


